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Sofia-san (2026) by Ozawa Akiko. Original from Grace Design Co.,Ltd. Digitally enhanced by herself.
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26年目にいらっしゃい！

実 は2026年、ソ フ ィ ア は め で た く25周 年。

社内でひっそり行われた記念イベントでは、

廣田社長がメンバー一人ひとりへ感謝のコ

メントを読み上げました。「突き詰めて考え

る姿勢」「背中を預けられる存在」「ソフィア

の熱源」「守り人」「番人」、果ては「マッドク

リエイティブ」まで。言葉はいろいろでも、

どれも一人ひとりの仕事ぶりと人柄をちゃ

んと見てきた人の言葉です。笑いが起き、少

し照れる人もいて、ときにしみじみ。締めく

くりに、創業メンバーの山口さんから廣田

さんへ、「25年間、お疲れ様です ！」。ソフィ

アの始まりは、埼玉は戸田公園のマンショ

ンの一室。会社名を決め、ドメインを取り、

法人登記へ向かったあの日から、物語は今

へ続いています。25周年はゴールではなく、

26年目の入口なのです。

カンファレンスにいらっしゃい！

2026年2月20日、第4回 ソ フ ィ ア カ ン フ ァ

レンス開催。テーマは「偶発的・業務外コ

ミュニケーションで本当に働きやすくなる

の ？」。独自の「インターナルコミュニケー

昨年秋、ソフィアは麻布十番から人形町に

引っ越しました。ただ住所が変わっただけ

……ではありません。新しい街に迎えられ、

取材陣がやってきて、お客さまが集い、メ

ンバーがこの四半世紀を振り返り、外部パー

トナーと肩を並べて手を動かす。気づけば、

小さな「いらっしゃい」が重なっています。

今号は、ソフィアに起きた“ ウェルカムな

できごと” をご紹介します。

人形町にいらっしゃい！

古き良き商いの気配と、新しい働き方がご

近所同士で暮らす街・人形町に、ソフィアは

新しい拠点をかまえました。オフィスの入

口で出迎えるのは、壁一面のグリーンと社

名プレート。ウェルカム・トゥ・ザ・ジャン

グル ！ その奥で、打ち合わせも撮影もワー

クショップも立ち話も、偶然の出会いも起

こります。とすると、これは今号表紙の絵画

よろしく、引っ越しというより、ソフィアが

また少し外へひらく、その合図だったのか

もしれません。

アマナさんいらっしゃい！

（事例取材に）

特集の冒頭を飾る一枚―ソフィアの
社名プレートの両脇に立つひろいさんと 
やまはさん―は、実は取材を受けた 
ときの写真です。撮ってくださったのは、 
写真・映像のプロ集団アマナ社。 
同社のオフィス紹介サービス「インフォト」
の利用事例として、ソフィアを取材しに
いらっしゃいました。ふだんは取材する側の
私たちにとって、取材される側にまわるのは、
なかなか新鮮でこそばゆいもの。しかしプロ
に撮ってもらった写真は大変素敵なもの
でした、せっかくなのでここでご紹介します。

取材の内容は、アマナ社の 
事例紹介ページからどうぞ。
▼アマナ社・インフォト 事例紹介ページ

何を話してこんなに笑かしたのか覚えていません

仁王立ちしているのが噂の「マッドクリエイティブ」
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ション実態調査2025」をもとに、飲み会・雑

談・1on1といった“たまたまの会話”に光を

当てました。第1部はデータと視点を交わす

「人と組織のセッション」、第2部は食事をは

さんで語り合う「人と組織の交流会」。正解

を急がず、各社の悩みも工夫も本音も持ち

寄る時間になりました。来場者アンケート

は、回答者全員が「満足」。「テーマが数値化

され、議論しやすくなった」「少人数だから

本音で話せた」と、うれしい声が並びました。

ワークショップにいらっしゃい！

新オフィスでは、外部の方をお招きして、一

緒に手を動かすワークショップも始動して

います。第1回はグレイスデザインさんの

「消しゴムはんこでソフィアさんをつくろ

う」。同じソフィアさんを彫っているはず

が、できあがりは全員バラバラ。そろってい

ないからこそ、その人らしさがにじみます

（ちなみにこのとき作られたハンコは次ペー

ジの人形町グルメマップのあちこちに潜ん

でいます）。この日、代表の小澤さんからソ

フィアさんの絵画も頂戴しました。そう、今

号の表紙を飾っている、あの作品です。

第2回はもっちゃんさんの「つくるをほぐす」。

手元を見ずに相手の似顔絵を描くセッショ

ンで、場の空気は一気にやわらかく。後半は

「今までで一番おいしかったもの」をちぎり

絵で表現。並んだ作品は、料理というより、

その時の気持ちや風景まで貼り込まれてい

ました。つくって、話して、笑って、思い出

して、少し仲良くなる。そんな時間が、さら

にこの場所から生まれていくとよいですね。

人形町に迎えられたソフィアは、少しずつ、

誰かを迎える場所になってきました。お客

さまも、パートナーも、会社の仲間も、はじ

めましての人も。

どうぞ、ソフィアへ。いらっしゃい ！

マップはイメージです（笑）。正しいお店の位置はこちらのGoogle Mapから→

グレイスデザインさん、島根は松江からはるばる、ありがとう
ございました ！ いただいたソフィアさんの絵も素晴らしいです。

テーブルに広げられた「今までで一番おいしかったもの」

企画・運営はソフィアの若手営業２人が担当しました。
うちの１人・松井さんはこの後転職されましたが、お元気
ですか。P6のグルメコーナーにも登場いただいております。
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趣味も多彩でバスケやテニス、マラソン、サッカー

観戦、ライブ観戦 (ROCK 好き / イエモン LOVE)

だったりで、話題の引出しも豊富である。

そんないきもののため、頼りがいもMAXであり、

信頼のおける数少ないいきものであり、社内でも

頼りにしている人が多く、頼れるお兄ちゃんである。

会社に趣味に家庭に邁進しているミッチャンを皆

さん御贔屓に！

ミカミアキヒロはソフィアの中で一番ロジカルが

強く、熱いパッションを持っているいきものであ

る。そして、誰よりも仕事や関わるお客様、ソフィ

アのいきもの、ソフィアそのものについて想いを

はせ、考え抜いている生き物である。

そんなミッチャンのため、たまにロジカル詰めを

されて怖いと思うひともいるかもしれないが、実

はかわいらしい笑顔とキュートなキャラクターで

話せば話すほど、魅力が増すいきものである。

画・執筆者：工藤 大晃

勇逸無二の情熱のロジカルファンタジスタミッチャン

愛　称　ミッチャン、ミカミさん イメージカラー　紫

鳴き声　それってさぁ　○○してもらって良い？

食はソフィアに在り ソ フ ィ ア メ ン バ ー の

人 形 町 グ ル メ 集

豆腐屋料理店 四方八方（ヨ豆腐屋料理店 四方八方（ヨ
モヤモ）の汲み上げ豆腐定モヤモ）の汲み上げ豆腐定
食。店 内 の 工 房 で 作 っ て食。店 内 の 工 房 で 作 っ て
い る お 豆 腐 は、何 も つ けい る お 豆 腐 は、何 も つ け
な く て も 味 が 濃 く て 美 味な く て も 味 が 濃 く て 美 味
しい ！ 胃が浄化されます。しい ！ 胃が浄化されます。
お 値 段 は 少 し 張 り ま す が、お 値 段 は 少 し 張 り ま す が、
た ま の ご 褒 美 に リ ピ ー トた ま の ご 褒 美 に リ ピ ー ト
したいです。したいです。

会 社 ま で 来 て に ん に く 料会 社 ま で 来 て に ん に く 料
理 食 べ る 覚 悟 が あ る 人 は理 食 べ る 覚 悟 が あ る 人 は
いないと思うので、にんにいないと思うので、にんに
く 好 き な 小 野 澤 が 行 き まく 好 き な 小 野 澤 が 行 き ま
す。店名ガーリック×ガーす。店名ガーリック×ガー
リック、大盛ペペロンチーリック、大盛ペペロンチー
ノ、ガツンとうまい。誰のノ、ガツンとうまい。誰の
迷 惑 に な ら ぬ よ う 直 帰 し迷 惑 に な ら ぬ よ う 直 帰 し
ます。お疲れ様でした。ます。お疲れ様でした。

「サンドウィッチパーラー 「サンドウィッチパーラー 
まつむら」街のレトロなパまつむら」街のレトロなパ
ン屋さん。美味しいのはもン屋さん。美味しいのはも
ちろんのこと、雰囲気がどちろんのこと、雰囲気がど
こ か 懐 か し い。大 正10年こ か 懐 か し い。大 正10年

（1921年 ）創 業100年 以 上（1921年 ）創 業100年 以 上
愛される老舗の中の老舗。愛される老舗の中の老舗。
※ 元 メ ン バ ー の 松 井 さ ん※ 元 メ ン バ ー の 松 井 さ ん
から寄稿いただきました。から寄稿いただきました。

Matsui OkadaOnozawa

即席だろうが生ラーメンだろう即席だろうが生ラーメンだろう
が、好きな具材を入れて好きが、好きな具材を入れて好き
な硬さに茹でられるおうちラーな硬さに茹でられるおうちラー
メンが至高、と考えていました。メンが至高、と考えていました。
が、いつぞや空腹に耐えかねが、いつぞや空腹に耐えかね
てウッカリ入店してしまった三てウッカリ入店してしまった三
豊麺さんの味が忘れられませ豊麺さんの味が忘れられませ
ん。あれは美味しかったなぁ。ん。あれは美味しかったなぁ。

人形町のとある獣肉屋。鴨人形町のとある獣肉屋。鴨
にいのしし、鹿といったベーにいのしし、鹿といったベー
シックなジビエに加え、羆シックなジビエに加え、羆
と月の輪熊の食べ比べなど、と月の輪熊の食べ比べなど、
希 少 な メニュー が 居 並 ぶ。希 少 な メニュー が 居 並 ぶ。
写真はトドのユッケ。獣とい写真はトドのユッケ。獣とい
うより磯の香りが 強い、癖うより磯の香りが 強い、癖
のある風味で旨い。なかなのある風味で旨い。なかな
か出会えない獣肉をぜひ。か出会えない獣肉をぜひ。

西洋料理「来福亭」のハヤシ西洋料理「来福亭」のハヤシ
ライスです。メニューにあれライスです。メニューにあれ
ば、つい注文してしまう料理ば、つい注文してしまう料理
の一つで、オフィスのそばにの一つで、オフィスのそばに
ある老舗の洋食店で提供さある老舗の洋食店で提供さ
れているのが、とてもうれしれているのが、とてもうれし
い。シンプルで飽きのこない、い。シンプルで飽きのこない、
ほどよい味わいは、ランチタほどよい味わいは、ランチタ
イムの至福の一皿です。イムの至福の一皿です。

Hashimoto TamayamaTsugawa
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桜木目
木暮科
三井属

名　前　ミカミアキヒロ 生息地　クレヨンしんちゃん原産地　山形



…と言いたいところなんですが、さすがに寒さとコンディション的

に冬は少しペースが落ちています。とはいえ、せっかくの冬なので、

先日ちょっとだけ雪山にスノーハイクへ行ってきました。普段の山

とは全然違って、まず景色が真っ白でかなり新鮮でした。音も少な

くて、全体的に静かで、これはこれでいいなと。ただ、その分しっ

かり準備しないと普通に危ないので、いつも以上に装備やルート

を意識する必要があって、「気軽さ」はだいぶ減ります。実際に登っ

てみても、雪で歩きずらいし、体力の消耗も早いしで、いつも以上

〒 103-0013 東京都中央区日本橋人形町 1-8-4 東商共同ビル 4 階／ Tel：03-5574 -7031 ／ ホームページ：sofia-inc.com 

うけとめてマイ・レコメンド

相変わらず山には定期的に行っています （文 ・ 写真　三國 純）

入社してからは慣れない環境のなかで仕事に向き合う日々でし

たが、こちらに来てからというもの、何か趣味を見つけたいと

思うようになりました。最近はソフィアメンバーに趣味を聞いて

いるのですが、皆さんアクティブな趣味を持っていて、いいな

と思いながら聞いています。そんな中で、最近は趣味というか、

楽しみが二つほど増えました。一つは焚き火です。近くの川に

焚き火OKの場所があるので、久しぶりに焚き火をしてみました。

田舎で育った自分にとって、川や海辺で焚き火をして遊ぶのは

学生時代の遊びの一つでもあったので、懐かしさもあり、とて

も楽しかったです。もう一つは海です。横浜市に住んでいるの

で、去年は15年ぶりに海に行ってきました。泳げるかなと少し

不安もありましたが、意外と昔の感覚は残っていて、素潜りも

できました。最初は、東京の近くで

の暮らしは田舎と違って少し窮屈

かもしれないと思っていました。た

だ、神奈川でもいろいろな外遊び

を見つけられそうで、少しずつ楽し

みが増えてきています。今いちば

んやってみたいのは木登りです。

志賀です。

植木屋からのエンジニア

2月22日、大阪マラソン2026に出場してきました。昨年4月

からトレーニングをはじめ、様々な大会に出場してきまし

たが、12月にまさかの水痘に感染。激しい頭痛と高熱、全

身の発疹に見舞われ、回復後は右足首の痛みで5kmも走

れない日々が続きました。「今回は諦めよう」と何度も迷い

ましたが、本番10日前に20kmを無痛で走りきれたことで

「やっぱり出よう ！」と決意。当日は大阪の街の途切れない

応援に背中を押され、ギリギリのサブ4（4時間切り）を達

成。レース中には大好きな小渕さん（コブクロ）と遭遇し、

僅かな時間ですが一緒に走れて感激しました。自己ベスト

には及びませんでしたが、あの絶望的な状態から復活し、

気持ちを切らさずに完走

できたことは何物にも代

え難い喜びです。来シー

ズンは自己ベスト更新、

そして数年後にはトライ

アスロンの最高峰「アイ

アンマンレース」完走を

目指して走り続けます ！

（文・写真　志賀 海） （文・写真　森 大幸）

発行所／株式会社ソフィア（Sofia, Inc.） 廣井和幸（hiroi@sofia-inc.com）責任編集 

に「無理しないこと」が重要

だと感じました。一方で、

やること自体は結局いつもと同じで、「一歩ずつ進む」しかありませ

ん。むしろコンディションが厳しい分、「焦らず進むこと」とか「準備

の大事さ」とか、普段よりも分かりやすく実感できた気がします。こ

の辺りは仕事にも共通する部分は多いです。冬の間はなかなか気

軽には行けませんが、その分、春になってからの登山が今から楽し

みです。また暖かくなったら、いろいろな山に行こうと思っています。

水痘の苦しみを乗り越えて

さっちーの走ることは生きること


